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遼
東
半
島
を
制
圧
し
た
日
本
は
山
東
半
島
に
あ
る
清
の
北

洋
艦
隊
根
拠
地
・
威
海
術
も
攻
め
、
圧
倒
的
勝
利
を
お
さ

め
、
南
方
で
は
膨
湖
島
を
占
領
し
た
。
下
関
条
約
に
よ
り
、

清
国
は
、
①
朝
鮮
の
独
立
を
認
め
、
②
遼
東
半
島
・
台

湾
・
膨
湖
諸
島
を
日
本
に
割
譲
し
、
③
賠
償
金
二
億
両
を

日
本
に
支
払
い
、
④
日
本
に
通
商
上
の
最
恵
国
待
遇
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▼
義
和
団
鎮
圧
戦
争

一
八
九
九
（
明
治
卍
）
年
三
月
～
一
九
○
一
年
九
月
七
日

北
清
事
変
と
も
い
う
。
中
国
民
衆
の
反
帝
国
主
義
運

動
・
義
和
団
が
山
東
省
で
起
こ
し
た
蜂
起
が
華
北
一
帯
に

広
が
り
、
日
独
の
外
交
官
が
殺
害
さ
れ
、
清
朝
内
部
で
も

義
和
団
に
同
調
す
る
一
派
が
主
導
権
を
と
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
日
本
軍
を
主
力
と
す
る
日
英
米
仏
露
独
伊
填
の

八
カ
国
連
合
軍
二
万
人
が
干
渉
戦
争
で
鎮
圧
。
清
国
は
賠

悩
金
を
払
う
と
と
も
に
、
各
国
の
駐
兵
権
を
承
認
し
た
。

資
料
ｌ
戦
前
期
日
本
の
「
海
外
出
兵
」
の
一
覧
国
立
国
会
豊
館
調
査
局
外
交
防
墓
の
協
力
を
得
て
作
成
）

７
モ
ム
イ

▼
慶
門
出
兵
事
件

一
九
○
○
（
明
治
調
）
年
八
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日

義
和
団
運
勤
の
華
南
へ
の
波
及
を
防
ぐ
た
め
、
厘
門
で

の
一
九
○
○
年
八
月
二
十
四
日
の
東
本
願
寺
布
教
所
焼
失

▼
江
華
島
事
件

一
八
七
五
（
明
治
８
）
年
九
月
二
十
日

開
国
を
拒
む
朝
鮮
に
対
し
て
日
本
は
度
々
軍
艦
を
出
動

し
挑
発
的
示
威
行
勤
を
行
っ
て
い
た
。
軍
艦
「
雲
揚
」
が

漢
江
河
口
の
江
華
島
付
近
で
沿
岸
砲
台
か
ら
砲
撃
を
受
け

た
た
め
、
応
戦
し
報
復
攻
撃
を
行
っ
て
、
砲
台
を
一
時
占

拠
し
て
砲
三
十
八
門
な
ど
を
持
ち
帰
る
と
と
も
に
付
近
を

焼
き
払
っ
た
。

十
万
両
を
得
た
。

「
征
台
の
役
」
と
も
い
わ
れ
る
。
台
湾
に
漂
着
し
た
琉

球
人
が
原
住
民
に
虐
殺
さ
れ
た
事
件
な
ど
を
契
機
に
、
国

内
士
族
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
台
湾
に
出
兵
し
た
。
英
駐

清
公
使
ウ
ェ
ー
ド
の
仲
介
に
よ
り
和
議
が
成
立
し
、
日
本

側
は
台
湾
出
兵
を
〃
保
民
の
義
挙
″
と
し
て
、
清
国
か
ら
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▼
日
露
戦
争

一
九
○
四
（
明
治
師
）
年
二
月
十
日
～
一
九
○
五
年
九
月

一
日義

和
団
鎮
圧
戦
争
後
、
満
州
を
占
領
下
に
置
い
た
ロ
シ

ア
が
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
を
う
か
が
お
う
と
す
る
な
か
、
日

本
は
一
九
○
二
年
に
日
英
同
盟
を
結
ん
だ
。
日
清
戦
争
後

の
三
国
干
渉
か
ら
対
露
軍
備
拡
張
を
行
い
国
内
に
開
戦
論

が
広
ま
っ
た
日
本
は
、
ロ
シ
ア
の
強
行
外
交
に
対
し
て
宣

戦
布
告
を
行
っ
た
。
日
本
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
制

海
権
を
得
た
日
本
が
優
位
に
た
つ
一
方
、
ロ
シ
ア
は
国
内

で
革
命
運
動
が
起
こ
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
の
斡

旋
で
両
国
は
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
条
約
を
結
ん
だ
。
こ
れ
に

よ
り
、
日
本
は
旅
順
・
大
連
の
租
借
権
、
長
春
以
南
の
鉄

道
敷
設
権
、
北
緯
五
十
度
以
南
の
樺
太
な
ど
を
得
た
。

事
件
を
き
っ
か
け
に
海
軍
陸
戦
隊
が
出
兵
し
た
が
、
台
湾

か
ら
派
遣
の
陸
軍
部
隊
は
英
米
な
ど
の
抗
議
や
伊
藤
博
文

の
反
対
な
ど
で
派
遣
中
止
と
な
り
、
海
軍
陸
戦
隊
も
九
月

七
日
に
撤
兵
し
た
。

▼
日
清
戦
争

一
八
九
四
（
明
治
田
）
年
八
月
一
日
～
一
八
九
五
年
四
月

七
日台

湾
出
兵
以
降
、
琉
球
帰
属
問
題
な
ど
で
緊
張
関
係
を

強
め
て
き
た
日
清
両
国
は
、
天
津
条
約
後
も
朝
鮮
を
め

ぐ
っ
て
対
立
を
深
め
た
。
東
学
農
民
革
命
を
き
っ
か
け
に

出
兵
し
た
両
国
間
の
実
際
の
戦
闘
は
、
日
本
の
清
国
へ
の

宣
戦
布
告
（
八
月
一
Ｈ
）
に
先
立
ち
、
七
月
二
十
三
日
に

は
朝
鮮
王
宮
占
領
。
日
清
戦
争
は
七
月
二
十
五
日
の
豊
島

沖
海
戦
で
開
始
さ
れ
た
。
九
月
の
黄
海
海
戦
に
勝
利
後
、

▼
甲
申
事
変

一
八
八
四
（
明
治
Ⅳ
）
年
十
二
月
四
日

朝
鮮
内
の
「
親
日
派
」
で
あ
る
独
立
党
が
日
本
軍
の
力

を
借
り
て
、
「
親
清
派
」
に
対
し
て
起
こ
し
た
ク
ー
デ

タ
ー
。
ク
ー
デ
タ
ー
は
失
敗
に
終
わ
り
、
日
本
は
事
変
後

も
朝
鮮
内
で
依
然
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
日

清
間
で
朝
鮮
か
ら
の
同
時
撤
兵
と
出
兵
時
の
事
前
通
告
を

約
し
た
天
津
条
約
を
結
ん
だ
。
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